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はっぱの いろが かわったよ
～あきの しぜんを たのしもう～ “、

,:' :', '

雫榊や沖縄ぐ今｡….伸稗杓…転韓学｡今雰つﾟ…噌噌強偶噌弾弾弾愛角喫や.糠??滋塀白…輔輔転零帯，輯…弓壷＝堂垂尋強…強琴尚･麺騨蝉瞬榊榊榊‘革鏑輔蜘4串押鵠4令一輔鎧認っ輔，壷q鼬もhttp://www. fan. hi-1'o, ne. jp/douseiren/ !"" #：，http://www､fan,hi－ho，ne．』p／douselren／ ： 雫 、
この指導案は､_上記のH P‘ﾋﾚjﾀｳﾝﾛｰﾄすることができます

議瀦

『
.,,,溌噌鍔品.,．.,.，

四季を通じて繰り返し身近な自然にかかわることで、

季節や生活の様子の変化に気付いたり、親しみを感じた

りしていく単元です。

秋の自然の中でたっぷりと遊び、友達と交流する活動

を取り入れ、楽しく、仲よく遊べるようにしました。
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あきをさがしにいこう（3）

・たくさんの秋をみつけたよ

．また行きたいな

／学校の近くの林、
や近くの公園に

繰り返し行った

ことを思い出さ

せ、季節の変化 ～

に着目させましf
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あきのあそびばにいこう（3）

・秋の公園で遊ぼう

．見つけたものでもっと遊びたいな
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・たくさん遊んだね

．集めた葉っぱや木の実で何か作りたいな
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つくってあそぼう（5）

・きれいな飾りをつくったよ

・ゲームができるよ

・友達と交流しよう
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「個」の気付き1
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れぞれの場面ご

とに交流する場

面を設定しまし

た。

みんなでたのしもう（4）

・お家の人にも見せよう

・お家の人にプレゼントしたいな、 ノ
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｝ :秋は、木の実や紅葉などから季節
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の変化を感じる'ことができる季節で

す。自然に十分に浸り、友達などと

かかわりながら、遊びを工夫する中

で、 生活を楽しくする知恵を育てる

実践です｡ f";" 轟き 后
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1．1年を通じて繰り返しかかわる場の設定
一 一く蝿臓騨 蛸鮨 杢 イ… … … … ~ … ~ や ‘－ … や

活動から知的な気付きを引き出していくために、学校

の裏の林や近くの公園で活動しました。何度も繰り返し

かかわることを可能にすることで、子どもの思いを連続

させたり、季節による変化を比較させたりすることがで

きるのです。
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2．人とのかかわりに発展する活動
拳 鋼鍵.辮蝉ジ＊溌灘, ~ 苧 … 蝿騨診 恥 職識､ ~ … 拳 轤騨溌 … 錆

秋の自然の中でたっぷりと遊び、素材を利用しての

ゲームやものづくりをしました。作っては遊び、気付

いたことを友達との交流することを通して、子どもた

ちは、もっとやりたい、こんな工夫ができるかなとい

う思いを膨らませていきます。それが「プレゼントし

たい」「教えたい」という、人とのかかわりに発展して

いきます。

3．より質の高い交流にするため
～ や 蝿職瞬 坤夢 一 … … … ～ … 鐘

より質の高い交流にするために
降蝿職瞬 …夢 一 … … … ～ … ～ 鋪騨鯵 一 … ~ …

子どもの活動は多様に広がっていきます。

そこで、子どもの様子を細やかに把握し、評

価規準や評価の場面を設定していく必要があ

ります。子どもの育ちをしっかりと把握し、

評価することで、適切な支援をしていくこと

ができるのです。
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